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飯士井神社神幸祭 

ま
ち
を
の
み
こ
む
 

感
動
ど
興
奮
ノ
◆
 

十
月
八
日
、
 
九
日
 

飯
土
井
神
社
神
幸
祭
、
 

十
五
日
、
十
六
日
は
 

稲
荷
神
社
神
幸
祭
が
 

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

ま
ち
は
二
週
間
に
わ
た
り
 

祭
一
色
。
 

ニ
年
間
た
め
に
た
め
た
 

力
が
今
、
爆
発
し
た
（
 

伝
統
の
イ
ベ
ン
ト
＃
 

大
切
に
t
た
い
 

ふ
ろ
さ
ど
の
鵬
巧
う
 

稲
荷
神
社
神
幸
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特集 平成5年度決算 CLOSE 
~

普通会計 
普通会計とは一本町では、 

一般会計、住宅新築資金等 

貸付事業特別会計および地 

域改善対策専修学校技能習 

得資金貸与事業会計を合わ 

せたものです。 

町税の内訳 

軽自動車税1,034万4千円 2.9 % 

たばこ税3,259万4千円 9.1 % 

1億4.052万8千円 39.3 % 

平
成
5
年
度
金
田
町
一
般
会
計
決
算
、
特
別
会
計
決
算
 

お
よ
び
水
道
事
業
会
計
決
算
に
つ
い
て
の
議
案
が
、
9

月
 

の
定
例
議
会
に
提
案
さ
れ
、
可
決
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
月
号
で
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
、
国
や
県
か
ら
の
補
助
 

金
、
地
方
交
付
税
な
ど
が
ど
の
く
ら
い
入
り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
 

れ
た
か
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
 

決
算
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

ま
た
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
町
民
一
人
あ
た
り
の
額
に
置
き
換
 

え
て
み
ま
し
た
。
 

（
平
成
6
年
3

月
末
住
民
基
本
台
帳
人
ロ
・
八
、
八
一
七
人
）
 

家計簿 
5 年度普通会計決算 

2億1,757万8千円 

を翌年度ノ＼繰越し、 

その内、1億7,769万~ 

を繰越事業費として、 

使用します。 

1人あたり732,089円 1人あたり756,768円 

二町‘ '“ブ 

I ;6万7チ円の借金 

平成5年度で町債の借入れ残高は、普 

通会計で76億4,490万5千円です。こ 

れを町民1人あたりになおすと86万7 

千円になります。また、事業別にみると 

次のようになります。（人口8,817人） 

区 分 

公 呂 住 モ 廷言父 

事 業 債 

金 額 

299,875 円 

地域改善対策 
特 例 事 業 債 

257,864 円 

一般単独事業債 10 1.555 円 

一般公共事業債 87.753 円 

都道府県貸付金 69,348 円 

調 整 債 15,501 円 

臨時財政特例債 9,217 円 

財 政 対 策 債 8.142 円 

義務 教育施設 
整 備 事 業 債 

4,339 円 

過 疎 対 策 債 2,960 円 

災 害 復 旧 債 896 円 

等
債
 

業
例
 

事
特
 

共
時
 

公
臨
 

726 円 

そ の 他 8.889 円 

合 計 867.065 円 

土木費 176,721円 

道路・街路・橋・水路などの改 

良工事や、各公園整備、町営住 
宅の建設費が主なものです。 

民生費 130,849円 巧億5,引5万2千円 24. 14% 

// ~ 老人、児童、身体障害者など 
/ ~のま+傘は豆加ト車塗案茎君ねb 倶育百」〒 

の運営費などが主なものです。 

公債費 103,060円 

町が借金 し てし、る 分の 

返済金です。 

教育費 87,130円 

小、中学校のための経費や、社 

会体育施設の管理費、ふれあい 

塾の建設費が主なものです。 

務費 83,595円 

役場の・般事務経費や、選挙に 

使う経費、まちつくり事業に使 

う経費おレ’'（十なものです。

I＝房面費 一面061円 

失業対策事業や開発就労事業 

の経費です。 

11億5, 370万円 17. 87% 

9億867万8千円 14. 08% 

7億6, 822万9千円 11.90% 

農林水産費 15,898円 

農業・林業振興のための経費で、 

農業用施設の整備や農業委員会 

の経費が主なものですn 

消防費 1 2.551円 

肖nH連宮了,たう与つ負111奈や、 

臥士水櫓設7'.らこかュ‘なしので 

7億3705万9千円 11.42% 

9,133円 災害復旧費 

鉱害復~日事業の費用が主な 

ものです。 

5億2, 955万7千円 8. 21% 

議会費 9.006 円 

議発， 」巨」る経費で、主なもの 
は、議員I」酬f、 職員給料なと 

ですー 

商工費 2,641円 

商工振興のための経費で、平成 
筑豊鉄道への負担金や各イベン 

トの費用です。 

3億6. 540万9千円 5. 66% 

1億4, 017万7千円 2. 17% 

1億1. 066万4千円 1. 71% 

8052万8千円 1. 25% 

 7. 941万円 1. 23% 

2. 328万7千円 0. 36% 

歳
出
 
64 
億
5
千
4
百
妬
万
円
 

歳
入
 
66 
億
7
千
2
百
 42 
万
8
千
円
 

24億4. 522万4千円 36. 65% 

地方交付税 277,331円 

町の財政力に応じて国から交付さ 
れるお金で、その財源は所得税や 

法人悦・酒税なとです。 

、 

1

、

、

（

 

町 債 145,975 FS 
町が資金調達のために借金したも 
ので、長期に渡って返済していき 

ます。 

国庫支出金 126,536円 

いろいろな事業に対する国からの 

補助金ですn 

県支出金 55,967円 

いろいろな事業に対する県からの 

補助金です。 

12億8. 706万円 19. 29% 

11億1, 568万9千円 16. 72% 

‘
、
、
、
、
 

町 税 40.542円 

町民の皆さんが納めた税金で、町 
税や固宇資辛起、・軒自番h車税・タノ（ 

コ税か 『！ ‘ I 

その他の収入 34 .767 円、 
財産収入や各積立金より繰り入れ 

たものです。 

(1
、
、
、
‘
 

諸収入 34,219円 

二‘ ‘鉱害復旧事業の補助金 

！了 」 ！の収人です。 

使用料及び手数料 13.481 円 、 

町民会館などの体育施設の使用料 、 
や、町営住宅の使用料、役場の証明 
料などが主なものです。 

4億9. 346万円 7. 40% 

3億5, 746万円 5. 36% 

3億654万5千円 4. 59% 

3億170万8干円 4. 52% 

1億1. 886万4千円 1. 78% 

1. 857万7千円 1.侶％ 

6. 629万5千円 0. 99% 

5. 752万2千円 0. 86% 

3. 195万円 0. 48% 

1,  050万9千円 0.俺％

156万5千円 0. 02% 

輝誠主 3,912円 

ったお金が繰り越され 

地方譲与税 7,519 円 
国が徴収した消費税などの一部を 
町の人口や道路の面積などに応じ 
て譲与えされたものです。 

分担金及び負担金 6.524円 

保育所の保f」」I、老人ホーームなど 

の負担金な 三、主なものです。 

自動車取得交付金 3,624円 
県に納付された自動車取得税を町 
の道路の長さや面積などに応じて 
交付されるものです。 

判子割交付玉 1,192 円 
個に』舌‘ ‘ 」『l 叱額の中カ 「 
民に L‘ 【 言自L 、「1合に応じて弓 
付亡右 一。 ー , 

交通安全対策特別交付金177円 
交通違反などで納付された反則金 
を、町に設置されるカーブミラー 
などの安全整備の財源として交付 
されるものです。 

税
 

民
 

町
 

%
 

【I 8
 

4
 

円
 

千
 

4
 

万
 

。
J
 

。

〕

 

(‘。 

フ
ー
 

億
 

町民I人あたり納めた税金 

町民1人あたり1年間に 

町税40,542円を納めたこ 

とになります。 
その内訳は次のとおりで 

（人ロ8,817人） 

軽自動車税 I ,173円 

たばこ税~ 3,697円 

1 

固定資産税 15.938円 

i 
町 民 税 19,734円 

0 0 



特集 平成5年度決算 CLOSE 

平
成
5
年
度
の
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
額
 

は
、
歳
入
総
額
5
億
3
千
 19 

万
3
千
円
、
歳
出
総
額
 

4
億
7
千
2
百
 65 

万
ー
千
円
で
収
支
差
し
引
き
5
千
 

7
百
 54 

万
2
千
円
が
繰
り
越
さ
れ
ま
す
。
 

歳
入
決
算
の
内
訳
は
、
国
か
ら
の
補
助
金
が
2
億
 

4
千
 94 

万
1
千
円
で
全
体
の
4
5

・4

％
を
占
め
て
 

い
ま
す
。
 

繰越金3. 941万8千円 
(7. 4%) 

4. 889万2千円 その他501万2千円 
(9. 2%) 

療養給付 
交付金 

国庫支出金 
2億4. 094万円 

(45. 4%) 

歳入総額 

5億3. 019万3千円 

(100%) 

繰入金 
5. 673万4千円 

(10. 7%) 

簡
易
水
道
 

事
業
会
計
 

平
成
5

年
度
の
簡
易
水
道
事
業
会
 

計
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
7
千
5

百
 

3
4
万
3
千
円
、
歳
出
総
額
6
千
9
百
 

1
4

万
6
千
円
で
収
支
差
し
引
き
6
 

百
1
9

万
7
千
円
の
剰
余
金
が
生
じ
 

ま
し
た
。
 

歳
入
決
算
の
内
訳
は
、
水
道
使
用
料
 

が
4

千
6

百
8
8

万
円
と
全
体
の
 

6
2

・2

％
を
占
め
、
次
い
で
普
通
会
 

計
か
ら
の
繰
入
金
が
1

千
2

百
6
4
 

万
6
千
円
で
、
全
体
の
1
6

・8
％
を
 

占
め
て
い
ま
す
。
 

歳
出
決
算
の
内
訳
は
、
簡
易
水
道
事
 

業
運
営
費
用
が
4

千
3

百
9
2

万
8
 

千
円
で
全
体
の
6
3

・
5

％
を
占
め
、
 

公
債
費
が
全
体
の
3
6

・5

％
の
2
千
 

5
百
2
1

万
8
千
円
支
出
し
て
い
ま
 

す。 
一
」
れ
を
給
水
人
口
一
人
あ
た
り
で
 

見
る
と
、
年
間
2
万
5
千
百
3
5
円
の
 

支
出
を
し
て
い
ま
す
。
 

公債費 

2. 521万B千円 

(36. 5%) 

歳出総額 

6.引4万6千円 

(100%) 

諸収入他603万6千円
(8. 0%) 

簡易水道費 

4. 392万8千円 

(63. 5%) 

保険税 
1億3. 919万7千円 

(26. 3%) 

t 
IIII
ロ
 

つ
い
で
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
（
2
、
9
3
7
人） 

が
支
払
一
つ
保
険
税
が
、
1
億
3
千
9
百
 19 

万
7
千
円
 

で
、
全
体
の
2
6

・3
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

歳
出
決
算
の
内
訳
は
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
病
 

院
な
ど
で
治
療
し
た
と
き
、
町
が
支
払
一
つ
保
険
納
付
 

費
な
ど
と
し
て
2
億
9
千
4
百
 82 

万
9
千
円
で
、
全
 

体
の
6
2

・4

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
い
で
老
人
 

保
健
拠
出
金
1
億
4
千
7
百
 79
 

万
5
千
円
で
、
全
体
 

の
3
1

・
3

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
を
国
民
健
康
保
険
加
入
者
一
人
あ
た
り
で
見
 

る
と
、
療
養
費
は
年
間
 12
 

万
7

千
7

百
 42
 

円
と
な
 

り
、
老
人
保
健
拠
出
金
は
年
間
5
万
3
百
 22
 

円
の
支
 

出
と
な
つ
て
い
ま
す
。
前
年
度
に
比
べ
て
み
る
と
、
 

その他997万7千円 
(2. 0%) 

総務費2. 005万円 

) 

上
 

療
養
費
、
拠
出
金
共
に
減
額
し
て
い
ま
す
。
 

保
険
税
の
徴
収
率
は
、
8
2

・1

％
と
な
つ
て
お
 

り
、
今
後
も
徴
収
業
務
に
努
力
致
し
ま
す
。
 

国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
運
営
は
、
被
保
険
者
 

の
皆
さ
ん
の
協
力
な
し
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
ず
、
 

日
常
生
活
の
中
で
病
気
に
な
ら
な
い
身
体
を
つ
く
つ
 

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
 

療
で
少
し
で
も
医
療
費
の
節
約
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
 

い。 保緯注） 医療受給者証 平
成
5
年
度
老
人
医
療
特
別
会
計
決
算
額
は
、
歳
 

入
総
額
6
億
8
千
4
百
 71
 

万
ー
千
円
、
歳
出
総
額
6
 

億
7
千
7

百
 32 

万
6
千
円
で
、
収
支
差
し
引
さ
7
百
 

38 

万
5
千
円
の
剰
余
金
が
生
じ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
 

支
払
基
金
、
国
や
県
の
負
担
金
の
過
交
付
に
よ
る
も
 

の
で
、
平
成
6

年
度
に
お
い
て
返
還
す
る
も
の
で
 

す。 歳
入
決
算
の
内
訳
は
、
支
払
基
金
交
付
金
が
4
億
 

7
千
百
 77
 

万
4
千
円
で
、
全
体
の
6
8

・9

％
を
占
 

め
て
い
ま
す
。
次
い
で
国
庫
支
出
金
が
1
億
4
千
2
 

百
 47
 

万
5
千
円
で
、
全
体
の
2

〇
・
8
％
を
占
め
て
 

い
ま
す
。
 

歳
出
決
算
の
内
訳
は
、
医
療
諸
費
が
全
体
の
9
9
 

％
を
占
め
る
6
億
7
千
 68
 

万
9
千
円
を
支
出
し
て
い
 

ま
す
。
こ
れ
を
老
人
医
療
受
給
者
一
人
あ
た
り
で
見
 

る
と
、
年
間
 72 

万
4
千
円
の
医
療
費
に
な
り
ま
す
。
 

水

道

 

事

業

会

計

 

平
成
5

年
度
上
水
道
事
業
会
計
の
 

決
算
は
、
収
益
的
収
入
支
出
に
つ
い
て
 

は
、
上
水
道
事
業
収
益
1
億
4
千
4
百
 

19 

万
円
（
主
な
収
益
と
し
て
は
、
上
水
 

道
使
用
料
、
 

一
般
会
計
補
助
金
）
に
対
 

し
、
上
水
道
事
業
費
用
と
し
て
、
1
億
 

ー
千
 72
 

万
5
千
円
（
主
な
費
用
と
し
て
 

は
、
上
水
道
維
持
管
理
費
、
工
事
費
）
 

で
す
。
 

資
本
的
収
入
支
出
に
つ
い
て
は
、
上
 

水
道
事
業
資
本
的
収
入
は
、
 53 

万
7
千
 

円
（
一
般
会
計
補
助
金
）
に
対
し
て
、
 

上
水
道
事
業
資
本
的
支
出
は
、
1
千
3
 

百
 33
 

万
2
千
円
（
企
業
債
償
還
金
と
建
 

設
改
良
費
）
で
あ
り
、
収
入
不
足
額
1
 

千
2

百
 79 

万
5
千
円
は
収
益
的
収
支
 

の
利
益
剰
余
金
を
充
て
補
て
ん
し
ま
 

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
1
千
9
百
 67 

万
 

円
の
剰
余
金
に
な
り
、
3
年
連
続
の
黒
 

字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
剰
余
 

金
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
施
設
改
良
な
 

ど
に
備
え
て
の
基
金
積
立
に
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

水
道
料
金
の
徴
収
関
係
に
つ
い
て
 

は
、
平
成
5
年
度
分
の
上
水
道
使
用
料
 

徴
収
率
は
、
9
6

・5
％
で
簡
易
水
道
 

料
徴
収
率
は
9
7

・9

％
と
な
っ
て
お
 

り
、
徐
々
に
徴
収
率
増
と
滞
納
金
の
解
 

消
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、
引
続
き
徴
収
 

に
努
力
を
致
し
ま
す
の
で
、
町
民
皆
さ
 

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

支払利息 
470万1千円 

(4. 5%) 

収益的収入および支出 

減価償却 
995万円 

(8.9 

受託工事費 

2. 729万3千円 
(24. 4%) 

企業債償還金 

462万2千円 

(34.7 %) 

支出総額 

1億1. 172万5千円 

(100%) 

総係費 
2. 984万8千円 

(26. 7%) 

支 出 総 額 

1.333万2千円 

(100 96) 

消費税 
155万8千円 
(1. 4%) 

浄水及ひ給水費 
3. 837万5千円 

(34. 3%) 

他会計補助金 

860万9千円 
(6. 0%) 

受託工事収益 

2.691万4千円 

(18. 7%) 

I資本的収入および支出 

建設改良費 

871万円 

(65.3 %) 

収入総額 

1億4,引9万円 

(100%) 

ー般会計補助金 

53万7千円 
(100%) 

収入総額 

53万7千円 

(100%) 

その他 
224万9千円 

(1. 5%) 

水道使用料 

1億641万8千円 

(73. 8%) 

9 

諸支出金他 
663万7千円 

(1.0%) 

歳出総額 

6億7. 732万6千円 

(100%) 

医療諸費 
6億7. 068万9千円 

(99. 0%) 

繰入金2. 770万9千円 
県支出金 
3. 569万8千円 

(5. 2%) 

国庫支出金 
1億4. 247万 

5千円 
(20. 8%) 

歳入総額 

6億8. 471万1千円 

(100%) 

繰越金他 
705万5千円 
(1.0%) 

支払基金 
交付金 

4億7. 177万 
4千円 

(68. 9%) 

0 0 
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今月は何が 
みなさんへ 

総 

11月5日（土）~6日明） 
10時～17時 

ふるさと力ナダふれあいフエスタ 
ところ 町民会館周辺 

●催し物内容・・・ 

●各種作品の展示（文化連盟ほか） 

特産物、農産物の即売 

●小、中学生の作品の展示 

●大空からのふるさと探訪（予定） 

●健康測定を無料で行います。 

5 日は健康測定と骨粗しよう症の検診 

6 日は健康測定のみです。 

●そのほか、盛りだくさんの催し物を行います。 

× 

ぐ二 t 

1明19日出～20日（日） 

10時～16時 

題川地薮産業まつり 
ところ 田川市総合体育館 

●田川地区の物産、特産品を展示即売 

●両日l0時から先着1$00〇人に 

田川米3合をプレゼント 

●入場無料 

くわしくは、折り込みのチラシを 

ごらんください。 

午前8時3〇分から午後1時まで 

かなだふれあい朝 
作って⑦感動、買って、①仲良し、みんな⑨大好き 

ところ：堀川幹線道路（JA田川金田支所 冒22-0009) 

イ 

秋まつりの 

写真展の開催 

10月神崎地区、金田地区の 

秋まつりの写真展を11月1日 

から、田川信用金庫金田支店 

で行います。 

展示写真に写っている方は 

当店窓口までお気軽に申し出 

てください。 

無料で進呈致します。 

 ノ 

I、 一 

7 一＼ ど引一 NOVEMBER 

I の 1994年ー U月霜月（しもづき） 
+++'++＋十＋十＋十＋＋→＋＋◆＋+++4 +++＋●．“++++＋→＋+++＋、＋+++++‘◆＋+++++++++++++++++++ 
＋ 十 

I み ’・i'i・汰ト；』・×・‘’み！嘩 
+ 
+ 
+ 
+ * 

ミ 1日 灯台記念日 

主 3日 文化の日 

主 8日 立冬 

ミ 9日 全国火災予防運動（9~ 15日） 

i ll日 世界平和記念日 ’1 
工 

I l5日 七五 

i 22日 小雪 

ミ 23日 勤労感謝の日 

+
+
+
+
+
+
'
 

15日 七五三 

*+++++++4 +4 ++*+*+++++*++*F ++4 +*#++t +++++*4 +*4 *4 +++4 *+**+ +*-fl-+*+**+ +l-*** 

生きがい健康教室の日程 

11月10日（木）高血圧・高脂血症・肝機能の話 

17日（木）かかりやすい病気とその予防 

24日（木）貧血・血糖の話 

12月1 日（木）宗教 

10時～ 総合会館 

お母さんへ 
胤

出

美

主

王

王

美

 

II、床氷氷富嵐米氷氷嵐風米風氷嵐氷米氷嵐嵐嵐嵐嵐嵐米嵐嵐嵐米嵐 

18日（金） 乳児相談 1〇時～11時 

ところ 役場仮庁舎 

【
。
大
美
美
美
そ
モ
 
受 ‘敏 （敏 そ 

美 ー、 ー、 玉 
氷氷氷氷氷風氷）f性 米凧氷氷氷氷米】I（米》I《》Iく氷氷、 ン」、H、’」‘'11 汁、’散1蚊1蚊社、 

I ‘ ず I 
I 予 防 接 種 I 
美 美 

重 15日（火）ポU オ13時30分～14時30分 I 

I l7日（木）三種混合13時30分～14時加分 I 

I ところ 町民会館 I 
美 美 

I お問い合わせ 福祉課冒22 -6664 I 

クッキング 
だいこん 

（アブラナ科、別名すずしろ） 

大根のかにあん煮（4人分） 
1人あたり70Kca1 

ノー 材 料 
大根 
かに缶（65g) 
だし汁 
うす口醤油 

みりん 
酒 
生生羨 
片栗粉 
ゆでみつば 

400g 
1缶 

2 カッブ 
大3 
大2 
大1 

少々 
大1半 
適量 

 ノ 

毎月第2金曜日は補聴器相談 

11月11日（金）9時～10時 

お問い合わせ 福祉課冨22 - 6664 

旬のもの編VOL.6 
原産は、中国・中央アジアといわれ、今はほとんど世界中で栽培され 

ています。通常は夏（8月～9月）に種をまき、秋（11月～12月）に 

収穫する秋大根（練馬、宮重、聖護院など）が多く、他に春大根、夏大 

根の3つに大きく分けられています。 

大根は、ビタミンCが豊富で冬場のビタミン不足を補うことのでき 

る野菜のーつです。 

サラダやおろし和えなど、生で食べる場合、消化の助けをします。 

特有のからみはみそで消せます。 

今回は、寒い時期の酒の肴はもちろん、おかずにも、おもてなしにも 

できる一品です。 

①大根はーロ大に切り、面取りをして熱湯で5分程度ゆでて、ざるにあげる。 

②鍋にだし汁、うすロ醤油、みりん、酒を入れ火にかけ煮立つたら大根を入れて 

落 しぶたをして、弱火でやわらかくなるまで4,5 分煮て大根を取りだして 

器に盛る。 

③残った煮汁にかにを入れて、中火で煮、二煮立ったら水溶き片栗粉を加えてと 

ろみをつける。器に盛った大根に、かにあんをかけ、最後に青味としてゆで 

たみつばを散らす。 

ノ 

0 0 



ま
ち
d
 

恒
例
の
強
化
合
宿
に
 

挑
む
ノ
・
 

金
田
剣
友
会
 

9
月
 12 

日
、
 18 

日
の
1
週
間
に
か
け
 

て
、
剣
友
会
恒
例
の
強
化
合
宿
が
金
田
 

町
武
道
館
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

少
年
、
少
女
剣
士
 25 

人
は
、
早
朝
練
 

習
、
通
学
、
そ
し
て
タ
方
か
ら
の
猛
稽
 

古
を
積
極
的
に
こ
な
し
、
合
宿
打
上
げ
 

日
ま
で
を
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
 

取
材
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
道
 

場
内
に
響
く
か
け
声
と
竹
刀
の
乾
い
た
 

音
と
は
対
称
的
に
、
「
モ
ク
ソ
ウ
ー
」
の
 

一
言
後
の
静
寂
さ
に
は
感
動
し
ま
し
た
。
 

金
田
町
剣
友
会
は
、
毎
週
月
、
水
、
金
 

曜
日
稽
古
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
 

【

‘

い

．

.

，

・

 

宝
見
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
ク
ラ
ブ
 

ー

ー

、

 
島
根
県
で
2
位
獲
得
ノ
 

連
絡
先
 
池
長
 
和
美
 

容
2
2
1
5
6
6
1

（
武
道
館
）
 

は
つ
け
ョ
イ
ノ
 

ノ
コ
ツ
た
ク
 

飯
土
井
神
社
奉
納
宮
相
撲
 

9
月
 15 

日
、
飯
土
井
神
社
で
奉
納
宮
 

相
撲
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
行
事
の
由
来
は
、
 
一
六
四
〇
年
 

（
今
か
ら
約
三
五
〇
年
前
）
の
悪
疫
が
大
 

流
行
し
た
際
に
病
気
の
快
復
を
祈
念
し
 

て
行
な
わ
れ
た
の
が
由
来
で
す
。
 

ま
た
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
、
毎
年
神
 

社
の
秋
期
大
祭
（
放
生
会
）
に
行
な
わ
れ
 

て
い
ま
す
。
 

今
年
も
土
俵
に
、
ち
び
っ
こ
力
士
の
 

熱
い
取
り
組
み
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

一
 

9
月
 24 

日
、
島
根
県
で
行
な
わ
れ
た
 

全
国
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
で
、
金
 

田
町
の
代
表
と
し
て
出
場
し
た
宝
見
イ
 

ン
デ
ィ
ア
カ
ク
ラ
ブ
が
、
パ
ー
ト
2

位
 

の
す
ば
ら
し
い
成
績
を
お
さ
め
る
こ
と
 

が
で
き
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
女
子
、
男
子
、
男
女
混
 

合
あ
わ
せ
て
 78 

チ
ー
ム
が
出
場
し
て
行
 

な
わ
れ
、
女
子
は
A

、
D

。
ハ
ー
ト
の
 

2
8

チ
ー
ム
（
各
。
ハ
ー
ト
7

チ
ー
ム
編
 

成
）
が
出
場
し
、
当
ク
ラ
ブ
は
A
パ
ー
ト
 

の
リ
ー
グ
戦
で
地
元
チ
ー
ム
を
は
じ
め
、
 

千
葉
、
大
阪
、
名
古
屋
の
チ
ー
ム
と
熱
戦
 

の
末
、
お
し
く
も
得
失
点
差
で
2
位
の
 

成
績
で
し
た
。
し
か
し
、
初
め
て
の
出
 

場
で
好
成
績
を
お
さ
め
る
こ
と
が
で
き
、
 

良
い
交
流
体
験
が
で
き
た
と
、
選
手
の
 

皆
さ
ん
は
満
足
顔
で
し
た
。
 

中
村
五
段
、
準
優
勝
「
 

西
日
本
弓
道
大
会
 

全
日
本
弓
道
連
盟
主
催
に
よ
る
西
日
 

本
弓
道
大
会
が
9

月
 23 

日
、
下
関
市
営
 

弓
道
場
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

金
田
町
か
ら
5
名
の
方
が
出
場
さ
れ
、
 

中
村
正
二
五
段
（
人
見
）
が
個
人
戦
の
部
 

で
、
準
優
勝
し
ま
し
た
。
 

中
村
さ
ん
は
田
川
東
高
等
学
校
（
現
 

在
東
鷹
高
等
学
校
）
か
ら
弓
道
を
始
め
、
 

10 

数
年
間
ブ
ラ
ン
ク
は
あ
り
ま
し
た
が
、
 

今
年
の
田
川
郡
民
体
育
大
会
出
場
前
か
 

ら
稽
古
に
励
み
、
今
回
の
好
成
績
を
お
 

さ
め
ま
し
た
。
 

弓
道
個
人
戦
の
試
合
形
式
は
、
 28 

m
先
 

の
一
尺
二
寸
の
的
に
ま
ず
四
射
矢
を
放
 

ち
ま
す
。
そ
の
後
は
連
続
し
て
的
を
射
 

ぬ
き
つ
づ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
 

一
つ
一
」
と
で
す
。
集
中
力
と
い
か
に
形
を
 

崩
さ
な
い
か
が
、
弓
道
と
い
ー
つ
ス
ポ
ー
 

ツ
の
よ
ー
つ
に
感
じ
ま
し
た
。
 

中
村
さ
ん
が
現
在
所
属
し
て
い
る
会
 

は
、
創
設
し
た
ば
か
り
で
8
名
の
会
員
 

が
毎
日
、
タ
方
か
ら
田
川
市
営
弓
道
場
 

で
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
 

弓
道
を
始
め
て
み
た
い
方
、
経
験
者
 

の
方
は
ご
連
絡
を
。
 

金
田
弓
友
会
（
仮
称
）
 

連

絡

先

 

イ

ン

テ

リ

ア

ま

つ

や

ま

 

松

山

範

昭

 

冨
 22 

ー

〇

1

7

3

 

ま

で

 

0 

宝
見
子
ど
も
会
 

見
事
真
紅
の
優
勝
旗
を
手
に
 

下
田
川
親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会
 

9
月
 23 

日
、
赤
池
町
民
球
場
を
会
場
 

に
、
下
田
川
親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行
 

な
わ
れ
、
金
田
町
の
代
表
と
し
て
出
場
 

し
ま
し
た
宝
見
子
ど
も
会
が
、
女
子
の
 

部
（
フ
ッ
ト
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
）
で
見
事
優
 

勝
し
ま
し
た
。
 

宝
見
チ
ー
ム
は
、
こ
の
夏
に
行
な
わ
 

れ
た
子
ど
も
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
準
優
 

勝
し
て
、
下
田
川
大
会
の
出
場
権
を
獲
 

得
、
当
日
は
、
リ
ン
グ
リ
ー
グ
戦
で
赤
池
 

町
、
糸
田
町
を
敗
り
晴
れ
の
優
勝
旗
を
 

‘

二

 

手
に
し
ま
し
た
。
 

男
子
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
四
区
子
ど
 

も
会
が
出
場
）
で
善
戦
は
し
ま
し
た
が
、
 

惜
し
く
も
好
成
績
を
お
さ
め
る
こ
と
が
 

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

伊勢神宮に獅子舞を奉納 
―区獅子保存会 

9
月
 17 

日、 

一
区
獅
子
保
存
会
が
伊
 

勢
神
宮
に
獅
子
舞
を
奉
納
し
ま
し
た
。
 

保
存
会
で
は
こ
れ
ま
で
、
平
成
元
年
 

に
伏
見
稲
荷
神
社
、
平
成
3

年
に
祐
徳
 

稲
荷
神
社
に
奉
納
し
て
き
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
折
か
ら
の
集
中
豪
雨
の
中
 

で
し
た
が
、
参
集
殿
横
の
能
楽
堂
で
、
 

笛
、
太
鼓
の
演
奏
に
よ
り
、
曲
楽
、
舞
楽
 

を
上
演
し
て
立
派
に
奉
納
を
終
え
ま
し
 

た。 参
集
殿
に
集
ま
っ
た
参
拝
客
三
百
人
 

余
り
が
熱
心
に
参
観
し
、
珍
し
く
て
勇
 

壮
か
つ
優
雅
な
獅
子
舞
に
、
好
評
の
拍
 

手
を
贈
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

不
法
ゴ
III
を
追
放
ノ
 

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
 

9
月
 28 

日
、
若
草
団
地
裏
側
に
不
法
 

投
棄
さ
れ
て
い
る
ゴ
ミ
を
、
福
岡
県
ク
 

リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
で
撤
去
し
 

ま
し
た
。
 

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
社
団
法
人
 

福
岡
県
産
業
廃
棄
物
協
会
の
ご
協
力
を
 

い
た
だ
い
て
行
な
っ
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
撤
去
し
た
ゴ
ミ
は
、
明
ら
か
 

に
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
生
活
ゴ
ミ
と
、
 

建
築
廃
材
、
冷
蔵
庫
な
ど
の
大
型
ゴ
ミ
 

が、 
10 

t
ト
ラ
ッ
ク
9
台
分
の
量
に
な
り
 

ま
し
た
。
 

7
月
1

日
か
ら
「
ご
み
散
乱
防
止
条
 

例
」
 

が
ス
タ
ー
ト
し
て
早
4

か
月
が
過
 

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
も
う
一
度
、
 

町
民
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い
し
ま
す
。
 

散
乱
し
た
ゴ
ミ
の
な
い
、
よ
り
よ
い
 

金
田
町
を
め
ざ
し
て
ご
協
力
を
。
 

J 笑
顔
で
 

元
気
い
っ
ぱ
い
 

身
体
障
害
者
体
育
大
会
 

体
育
の
日
の
前
日
⑩
月
9
日
、
そ
え
 

だ
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
、
 

第
的
回
田
川
郡
身
体
障
害
者
体
育
大
会
 

が
行
な
わ
れ
、
金
田
町
か
ら
身
障
者
と
 

そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

大
会
は
、
郡
内
の
身
障
者
相
互
の
交
流
 

と
親
睦
を
図
る
た
め
、
家
族
の
皆
さ
ん
 

も
楽
し
め
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
 

と
し
て
、
今
年
で
的
回
を
迎
え
ま
し
た
。
 

金
田
町
か
ら
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
 

14 

種
目
の
全
競
技
に
出
場
し
て
、
成
績
 

は
8
位
と
な
り
ま
し
た
が
、
秋
空
の
下
、
 

楽
し
い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
 

し
た
。
 



国民年金だより 
H 月は国民年金制度推進月間です 

しあわせを みんなでつなぐ 国 

国民年金には 

加歳から60歳なるまで全員が 

加入しなければなりません。 

国民年金保険料は基礎年金の 

大切な財源です。 

保険料を納めることは、あなたの安心 

（年金権）の積立てです。 

ィー62歳の和代さん 

もう少しで年金！ 
たdしみです0 

66歳の民春さん ／ ／ × 

年金を受給できる年齢に谷ってはじMて、年金制 

度0S有り難さを痛感いたしております。 

無年金者d発生率が比較的に高いと聞いて、他人 

事tdがら心配いたしております0 

保険料は、埼d時には高いと思い苦労しますが、 

後日0S生活設計には大変役立ちます0 

【自分でできる健康管理lv] 

疲労を回復する入浴と睡眠 

―日の疲れをいやすには、入浴と睡眠が 

欠かせません。次の日を気持ちよく迎えら 

れる効果的な入浴と睡眠の方法を考えてみ 

ましょう。 

こんにちは 

保健婦で嵐 
ノ
 

入
浴
は
か
ら
だ
と
 

心
に
よ
い
 

入
浴
の
効
果
と
は
、
皮
膚
を
清
潔
に
す
 

る
、
心
身
の
疲
れ
や
緊
張
を
と
る
、
筋
肉
 

の
疲
れ
や
痛
み
を
和
ら
げ
る
、
血
液
の
流
 

れ
を
よ
く
し
、
疲
労
物
質
を
運
び
去
る
、
 

食
欲
増
進
が
は
か
ら
れ
る
、
冷
え
症
、
不
 

眠
症
な
ど
が
解
消
さ
れ
る
、
冷
暖
房
に
よ
 

つ
て
低
下
し
た
体
温
調
節
機
能
を
取
り
 

戻
す
、
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
 

上
手
な
 

入
浴
の
方
法
 

人
間
の
か
ら
だ
は
意
思
に
関
係
な
く
、
 

自
律
神
経
に
よ
つ
て
調
整
さ
れ
て
い
ま
 

す
。
自
律
神
経
に
は
交
感
神
経
と
副
交
 

感
神
経
が
あ
り
、
互
い
に
反
対
の
は
た
ら
 

き
を
し
て
い
ま
す
。
 

風
呂
に
入
る
と
湯
の
温
度
や
水
圧
、
浮
 

力
な
ど
が
は
た
ら
く
た
め
、
自
律
神
経
に
 

よ
り
か
ら
だ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
生
理
機
 

能
の
変
化
が
起
こ
り
ま
す
。
 

上
手
な
入
浴
の
方
法
と
し
て
、
お
湯
の
 

温
度
は
 38
 

5
 42
 

が
適
温
で
す
。
 、

ノ

 

ど”し， 

■
疲
れ
て
い
る
と
き
 

ぬ
る
め
の
お
湯
（
 38 

度
位
）
に
ゆ
つ
く
 

り
入
り
ま
し
よ
う
。
血
管
が
広
が
り
、
血
 

圧
が
下
が
っ
て
心
臓
の
負
担
が
軽
く
な
 

り
ま
す
。
ま
た
、
気
持
ち
が
落
ち
着
き
ま
 

す。 
■
仕
事
の
前
 

熱
め
の
お
湯
（
 42
 

度
が
限
度
）
で
、
短
 

時
間
に
入
る
よ
ー
つ
に
し
ま
し
よ
ー
つ
。
 

10 

分
以
上
入
っ
て
い
る
と
、
血
圧
が
上
が
 

り
心
臓
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
 

血
圧
の
高
い
人
や
、
お
年
寄
り
は
避
け
ま
 

し
よ
ー
つ
。
 

■
浴
室
の
設
備
を
整
え
る
 

寒
い
冬
は
、
浴
室
・
脱
衣
所
を
暖
め
て
 

お
き
、
ス
ノ
コ
や
マ
ッ
ト
で
滑
ら
な
い
よ
 

ー
つ
工
夫
し
ま
し
よ
ー
つ
。
 

■
熱
い
お
湯
に
い
き
な
り
入
ら
な
い
 

●
食
事
、
ス
ポ
ー
ッ
直
後
ま
た
は
健
康
状
 

態
の
よ
く
な
い
時
は
避
け
る
 

■
お
年
寄
り
に
一
番
風
呂
を
勧
め
な
い
 

浴
室
が
温
ま
つ
て
い
な
い
、
湯
が
混
ざ
 

つ
て
い
な
い
た
め
上
だ
け
熱
い
な
ど
入
 

浴
の
条
件
が
整
っ
て
い
ま
せ
ん
。
 

■
湯
冷
め
し
な
い
よ
う
気
を
つ
け
る
 

睡
眠
の
効
果
と
は
 

疲
れ
を
と
り
、
体
力
を
回
復
さ
せ
る
。
 

工
ネ
ル
ギ
ー
を
補
充
す
る
。
 

ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
。
 

か
ら
だ
の
成
長
。
 

す
ぐ
に
ぐ
っ
す
り
眠
れ
 

す
っ
き
り
目
覚
め
る
方
法
 

■
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
、
体
の
リ
 

ズ
ム
を
整
え
る
。
 

■
日
中
に
汗
ば
む
程
度
の
運
動
を
す
る
。
 

■
タ
食
は
食
べ
過
ぎ
な
い
よ
う
に
し
、
寝
 

る
ま
で
3
1
4
時
間
あ
け
る
。
 

■
午
後
か
ら
コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
は
と
り
過
 

ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
。
 

■
ぬ
る
め
の
お
風
呂
に
ゆ
っ
く
り
入
る
。
 

睡
眠
は
体
温
の
リ
ズ
ム
と
関
係
が
深
 

く
、
体
温
が
上
が
り
か
け
た
時
は
眠
り
に
 

く
く
、
下
が
り
か
け
た
時
に
眠
り
や
す
い
 

の
で
す
。
そ
の
た
め
、
寝
る
前
に
入
浴
す
 

る
と
寝
つ
き
を
よ
く
し
ま
す
。
 

■
ゆ
っ
た
り
と
し
て
、
着
心
地
の
よ
い
寝
 

巻
き
に
す
る
。
 

■
保
温
性
、
軽
さ
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
性
、
大
 

き
さ
が
あ
り
肌
ざ
わ
り
の
よ
い
寝
具
 

に
す
る
。
 

■
寝
室
は
適
度
な
暗
さ
を
保
ち
、
保
温
保
 

湿
な
ど
に
も
配
慮
す
る
。
 

A
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
 

入
眠
を
促
す
に
は
よ
い
効
果
が
 

あ
り
ま
す
が
、
睡
眠
を
保
つ
に
 

は
悪
い
影
響
が
あ
る
と
い
わ
れ
 

て
い
ま
す
。
お
酒
を
飲
め
ば
、
 

ぐ
っ
す
り
眠
れ
る
と
い
う
わ
け
 

で
は
な
い
の
で
す
。
 

0 

金 年 民 

、 ノ） 

私は、年金d詳しいことがわかり 

ません。中学、高校d時から年金教 

育をとり入れるという事は、年金制 

度を正しく理解できていい事だと思 

います0 

ノ
 

J
 

中
央
公
民
館
 

短
歌
教
室
詠
草
 

戦
ひ
の
生
き
残
り
吾
と
戦
ひ
を
知
ら
ざ
 

る
汝
と
酒
酌
み
あ
へ
り
 

阿
 
部
 
重
 
宏
 

草
刈
り
鎌
を
薙
刀
の
如
さ
手
さ
ば
き
で
 

ン
と
 

下
草
刈
り
い
る
老
い
し
女
た
ち
 

加
 
治
 
智
 
子
 

見
帰
り
の
滝
よ
り
流
る
る
せ
せ
ら
ぎ
に
 

河
鹿
の
晴
く
を
明
方
に
聞
く
 

久
 
保
 
の
 
ぶ
 

点
滴
台
押
し
て
廊
下
を
送
り
く
れ
し
君
 

う
し
な
 

喪
い
て
秋
深
み
ゆ
く
 三

 
村
 
和
 
子
 

崩
壊
の
恐
れ
を
よ
そ
に
煙
り
立
つ
人
肌
 

色
の
溶
岩
ド
ー
ム
 

岡
 
野
 
富
司
生
 

も
じ
ず
り
の
小
さ
き
花
に
蝶
止
ま
り
お
 

の
が
重
さ
に
茎
の
た
わ
み
ぬ
 

山
 

口
 
倭
 
子
 

ふ
と
 

食
欲
の
秋
を
満
喫
せ
し
ご
と
く
肥
り
し
 

雀
が
軒
端
に
騒
ぐ
 

藤
 
林
 
俊
 
信
 

梅
の
古
木
に
ま
つ
わ
り
咲
き
し
の
ー
つ
ぜ
 

ん
か
ず
ら
蝶
を
の
せ
い
て
風
に
揺
れ
を
 

り
 

上
 
原
 
安
 
子
 

奉
納
の
伊
勢
神
宮
で
舞
ふ
獅
子
が
競
ひ
 

ま
 
な
一
」
 

て
雌
雄
の
眼
光
ら
す
 福

 
田
 

昌
 

還
暦
に
始
ま
り
傘
寿
の
峠
こ
す
晩
学
の
 

道
な
か
な
か
遠
し
 

香
 
月
 
ミ
サ
ヲ
 

一
日
中
暑
さ
に
耐
え
て
働
き
し
友
逝
き
 

た
り
と
タ
べ
に
き
き
ぬ
 

白
 
石
 
幸
 
造
 

朝
タ
に
如
露
に
て
人
工
の
雨
降
ら
せ
育
 

て
し
大
根
の
幼
芽
の
い
づ
 

稲
 
富
 
ミ
ツ
子
 

梅
雨
雲
を
透
き
て
う
す
ら
日
さ
す
下
に
 

我
は
気
長
く
鋸
を
引
き
を
り
 

佐
 
竹
 
喜
久
雄
 

よ
う
や
 

一
日
の
授
業
を
漸
く
終
え
子
等
次
次
 

に
来
て
ブ
ラ
ン
コ
遊
び
 

千
 
手
 
佐
起
子
 

腰
の
ば
し
黄
門
お
ど
り
お
ど
る
輪
に
わ
 

れ
も
い
る
な
り
若
さ
と
り
も
ど
し
 

小
 
野
 
と
め
子
 

明
け
方
の
蝉
鳴
く
声
に
目
ざ
め
つ
つ
今
 

日
の
暑
さ
を
わ
れ
は
思
へ
る
 

香
 
月
 
一
」
の
え
 

振
り
返
る
こ
と
な
く
生
き
て
来
し
こ
と
 

が
今
の
心
の
支
へ
と
な
り
し
 

井
手
元
 
智
恵
子
 

新
ら
し
き
ニ
コ
ン
の
カ
メ
ラ
を
買
ひ
た
 

り
と
息
子
は
吾
れ
を
幾
度
び
も
撮
る
 

白
 
石
 
信
 
子
 

手
を
あ
わ
せ
ひ
と
り
つ
た
な
き
経
論
せ
 

ば
ひ
そ
と
聞
き
の
る
亡
母
の
気
配
す
 

市
 
丸
 
須
磨
子
 

よ
り
あ
い
て
語
る
言
葉
の
和
や
か
に
過
 

ご
し
て
ゆ
き
た
し
老
い
ゆ
く
日
々
を
 

渡
 
辺
 
勝
 
由
 

こ
の
暑
さ
よ
き
こ
と
も
あ
り
梅
干
の
色
 

鮮
や
か
に
染
ま
り
た
る
な
り
 

加
 
来
 

ス
マ
子
 

①
 



お知らせー 

~ 国駐馳回 I 

⑥ふれあいコンサート 
1 1月3日（木）13時3〇分～ 

⑥こどもの歌コンクール 
1 1月6日（日）13時ヘノ 
ミユージカル 

「腹ぺこレストラン」 
※両会場は、 

同和対策中央研修所 

~ 

⑥香春町すこやかマラソン大会 
1 1月2〇日（日）9時～ 
ライスセンター前スタート 

⑥ふれあい朝市 
毎週日曜日8時～役場前 

~ お層回 
⑥大任町総合文化祭 
1 1月3日（木）~4日（金） 

会場 大任町中央公民館 
⑥ウオークラリー歩け歩け大会 
1 1月6日（日） 
町民野球場出発 

⑥暴力等追放町民大会 
1 1月13日（日）9時～ 

会場 町民体育館 

⑥講演のタべ 
1 1月16日（水）19時～ 
会場 文化福祉総合会館 

⑥少年の主張大会 
1 1月2〇日（日）9時～ 
会場 文化福祉総合会館 

~ 国棚嗣 

⑥ピカソ銅版画展 
～ボラールのための連作集～ 
田川市美術館 ー般60〇円～ 

1 1月1日～27日 

⑥住宅に関する無料相談 

1 1月8日（火）1〇時～15時 

会場 田川青少年文化ホール 

脚圏回 

⑥第14回川崎町総合文化祭 
1 1月5日（土）~6日（日） 

会場 川崎町民会館 
⑥第8回「ふくしまつり」 
1 1月6日（日）1〇時～ 
会場 福祉センター前広場 

⑥第8回「産業まつり」 
1 1月5日（土）~6日（日） 

会場 川崎町役場裏 

か
動
車
事
故
被
害
者
援
護
制
度
ノ
 

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
、
 

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
は
、
法
 

律
に
基
づ
き
、
国
が
出
資
し
て
設
立
さ
 

11 

た
政
府
出
資
法
人
で
、
自
動
車
事
故
 

の
発
生
防
止
と
自
動
車
事
故
に
よ
る
被
 

害
者
の
保
護
増
進
を
柱
と
し
た
業
務
を
 

行
っ
て
い
ま
す
。
 

●
育
成
資
金
貸
付
け
の
ご
案
内
 

▽
貸
付
け
対
象
者
は
、
〇
歳
か
ら
中
学
 

校
卒
業
ま
で
の
お
子
さ
ま
本
人
。
 

▽
貸
付
け
申
込
者
は
、
そ
の
お
子
さ
ま
 

を
、
扶
養
し
て
い
る
保
護
者
。
 

▽
貸
付
け
金
額
 

・
一
時
金
 

14 

万
9
千
円
 

・
毎
月
 

1
万
9
千
円
 

・
入
学
支
度
金
 

4
万
2
千
円
 

▽
利
子
及
び
返
還
方
法
 

無
利
子
で
、
割
賦
に
よ
る
無
理
の
な
 

い、 
20 

年
以
内
の
均
等
払
い
で
す
。
 

●
介
護
料
支
給
の
ご
案
内
 

自
動
車
事
故
に
よ
り
、
頭
部
又
は
 

脊
髄
に
損
傷
を
受
け
、
常
時
介
護
を
 

必
要
と
す
る
重
度
後
遺
障
害
者
を
抱
 

え
る
家
族
の
精
神
的
、
肉
体
的
、
経
済
 

的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
介
護
料
 

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
 

▽
支
給
要
件
 

①
脳
損
傷
者
ー
重
度
の
精
神
神
経
障
害
 

が
3
月
以
上
継
続
し
て
い
る
者
。
 

②
脊
髄
損
傷
者
ー
重
度
の
神
経
障
害
が
 

3
月
以
上
継
続
し
て
い
る
者
。
 

※
い
ず
れ
も
該
当
す
る
項
目
が
あ
り
ま
 

す。 

▽
介
護
料
の
額
 

日
額
4

千
円
（
自
宅
で
家
族
が
介
護
 

し
て
い
る
場
合
は
、
2
千
円
）
 

●
お
問
い
合
わ
せ
 

政
府
出
資
法
人
 

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー
 

福
岡
主
管
支
所
 

一Tm

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
 

3
1
 10 

ー
 17
 

冨
〇
9
2
1
4
5
1
1
7
7
5
1
 

税

を

知

る

週

間

 

11 
月
 11 
日

ー

 17 
日

ま

で

 

こ
の
社
会
あ
な
た
の
税
が
生
き
て
い
る
 

税
金
を
身
近
な
も
の
と
し
て
理
解
し
 

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
税
金
展
、
税
の
無
 

料
相
談
を
催
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
 

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
 

●
日
 
時
 

平
成
6
年
 11 

月
 16 

日
水
・
 17 

日
木
 

●
会
 
場
 

ア
ク
ス
シ
伊
田
店
1
階
 

●
お
問
い
合
わ
せ
 

田
川
税
務
署
公
 44 

1
0
4
3
0
 

消
費
者
大
会
の
開
催
 

福
岡
県
消
費
生
活
課
 

／
 

、
 

「
か
し
こ
い
選
択
、
ゆ
た
か
な
生
活
ー
 

新
時
代
の
消
費
者
像
を
求
め
て
ー
」
の
 

テ
ー
マ
の
も
と
に
催
さ
れ
ま
す
。
 

●
日
 
時
 

平
成
6
年
 11 

月
 30 

日
水
 
12 

時
、
 

●
会
 
場
 

飯
塚
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン
 

●
内
 
容
 

。
ハ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
 

活
動
発
表
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
ほ
か
 

。
 

●
入
場
無
料
、
手
話
通
訳
あ
り
 

●
お
問
い
合
わ
せ
 

福
岡
県
消
費
生
活
課
 

冨
哩
ー
町
1
3
8
6
8
ま
た
は
 

飯
塚
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ま
で
 

冨
O
9
4
8
1
 22 

ー
O
8
5
7
 

福
岡
県
立
大
学
祭
の
ご
案
内
 

大
学
祭
実
行
委
員
会
、
 

私
た
ち
福
岡
県
立
大
学
の
学
生
も
、
 

田
川
の
秋
に
一
時
の
興
奮
を
と
願
い
、
 

“
秋
興
祭
一
と
銘
打
っ
た
大
学
祭
を
開
 

催
し
ま
す
。
 

●
期
 
日
 

平
成
6
年
 11 

月
 11 

日
、
 13 

日
 

（
本
祭
は
 12 

日
・
 
13 

日） 

●
主
な
催
し
物
 

▽
 11
 

月
 12 

日
土
 

10 

時
 30 

分
5
 

「
わ
た
ぼ
う
し
語
り
部
座
」
福
岡
公
演
 

▽
 11
 

月
 13 

日
（
日
）
 15 

時
 30 

分
5
 

「
T
H
E
F
L
Y
I
N
G
 

E
L
E
P
H
A
N
T
s

コ
ン
サ
ー
ト
」
 

●
お
問
い
合
わ
せ
 

福
岡
県
立
大
学
学
生
課
 

冨
 42 

1
2
1
1
8
 

青
年
海
外
協
力
隊
 

平
成
6
年
度
秋
募
集
 、

 

青
年
海
外
協
力
隊
員
を
募
集
し
ま
す
。
 

あ
な
た
の
技
術
・
経
験
・
情
熱
を
開
発
途
 

上
国
の
人
々
の
た
め
に
活
か
し
て
見
ま
 

せ
ん
か
。
 

●
応
募
資
格
 
20 

歳
5
 39 

歳
ま
で
 

●
募
集
メ
切
 
11
 

月
 30 

日
水
 

●
説
明
会
の
開
催
 

11 

月
 21 

日
月
 

18 

時
 30 

分
、
 21 

時
 

会
場
 
小
倉
K
M
M
ビ
ル
4
F
 

第
4
号
会
議
室
 

●
問
い
合
わ
せ
先
 

☆
 24 

時
間
テ
レ
フ
ォ
ン
ガ
イ
ド
 

国
際
協
力
事
業
団
九
州
支
部
 

冨
哩
ー
m
1
6
2
1
1
、
ま
た
は
、
 

福
岡
県
企
画
振
興
部
国
際
交
流
課
 

・
ー
 
〔ノ」 

・
ー
 

！
囲
（
u
ノ

ー

に

J

ー

《

ー

H
~

J
~

J
ー

 

．
ー
n
U
 

rh
レ
 

准
看
護
婦
（
士
）
学
生
募
集
 

田
川
看
護
高
等
専
修
学
校
、
 

田
川
看
護
高
等
専
修
学
校
で
は
、
准
 

看
護
婦
士
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

●
募
集
人
員
 
50 

名
 

●
受
験
資
格
 
中
学
卒
業
以
上
（
見
込
）
 

●
試
験
科
目
 
国
語
・
数
学
・
面
接
 

●
教
育
期
間
 
2
年
間
 

●

試

験

日

 
平
成
7
年
ー
月
 22 

日
日
 

く
 

●
願
書
受
付
期
間
 

平
成
7
年
1
月
9

日
月
、
 

、

？

 

J 

‘、 

1
月
 19 

日
木
 16 

時
ま
で
。
 

く
わ
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
 

田
川
看
護
高
等
専
修
学
校
 

（
田
川
市
大
字
伊
田
5

〇
1
7
1
1

) 

冨
 42 

1
3
2
6
7
ま
で
 

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

訓
練
生
の
募
集
 

県
立
田
川
高
等
技
術
専
門
校
 、

 

平
成
7
年
度
訓
練
生
（
訓
練
期
間
・
4
 

月
、
3
月
の
1
年
間
）
を
募
集
し
ま
す
。
 

●
募
集
科
名
及
び
定
員
 

〇
本
校
（
田
川
市
大
字
精
2

〇
5
9
) 

▽
電
気
工
事
科
 

20 

名
 

O
 

▽
自
動
車
整
備
科
 

30 

名
 

▽
陶
磁
器
製
造
科
 

10 

名
 

▽
建
築
設
計
科
 

20 

名
 

▽
〇
A
シ
ス
テ
ム
科
 
10 

名
 

〇
添
田
分
校
 

（
添
田
町
大
字
添
田
1
5
9
4

) 

▽
木
工
科
 

30 

名
 

▽
左
官
科
 

30 

名
 

●
募
集
メ
切
り
 

・
平
成
7

年
3

月
卒
業
見
込
み
の
方
は
 

平
成
7
年
1
月
 27 

日
ま
で
。
 

・
右
記
以
外
の
方
は
、
平
成
7
年
2
月
 17 

日
ま
で
。
 

●
お
問
い
合
わ
せ
先
 

福
岡
県
立
田
川
高
等
技
術
専
門
校
 

冨
O
9
4
7
1
 44
 

ー
1
6
7
6
 

ま
た
は
、
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
 

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

働
く
女
性
を
支
援
す
る
 

フ
レ
フ
レ
テ
レ
ホ
ン
 

財
 21 

世
紀
職
業
財
団
で
は
、
働
く
女
性
 

を
支
援
す
る
た
め
、
育
児
、
介
護
、
家
事
 

な
ど
に
関
す
る
情
報
を
電
話
で
行
う
 

「
フ
レ
フ
レ
テ
レ
ホ
ン
」
 
を
行
っ
て
い
ま
 

す
。
情
報
提
供
は
無
料
で
す
。
 

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
 

●
受
付
時
間
 

月
曜
日
5
金
曜
日
 

9
時
 30 

分
5
 16 

時
 30 

分
 

2
〇
2
〇
テ
レ
フ
ォ
ン
福
岡
 

冨
O
9
2
1
4
1
4
1
2
O
2
o
 

① 

昌 易昭図 
⑥町民文化祭 
1 1月5日（土）~6日（日） 

会場 町民体育館周近 
⑥子ども駅伝大会 
1 1月13日（日）1〇時～ 
町民グラウンドスタート 

⑥農産物直売ふれあい市 
毎週土曜日 
町立医療センター前 

、

，

J

 

「 鳳国図 ~ 

⑥紅葉まつり・護摩祈祷 
1 1月3日（木）13時～15時3〇分 
ところ 豊前坊駐車場 

⑥町文化連盟・総合文化祭 
1 1月5日（土）~6日（日）9時ヘノ 
会場 オークホール 

＠わくわくオークランド 
1 1月12日（土） 

~ 13日（日）1〇時～ 
中元寺・金の原道路十文字 

駐留 

⑥第19回赤村文化祭 
1 1月12日（土）~13日（日） 
会場 住民センター 
※12日（土）は前夜祭18時～ 

各バザーあり。 
※13日（日）はミ二栄養展 
1〇時～保健センター 

子 福祉協議会だより
皆さんのあたたかい善意により、昨年度は2,818,176円の募金 

をいただくことができました。 

これは、一昨年の募金額に対して大きな伸びを示すことがで 、J 

きました。 

写真は、共同募金運動に対する優秀地区表彰として10月5日、 

福岡県社会福祉大会において表彰されました。 

今後も共同募金運動に対しての、皆さんのあたたかいご理解 

とご協力をよろしくお願いします。 

社会福祉協議会内 

福岡県共同募金会金田分会 

赤
い
 22 

根
 

共
同
募
金
表
彰
 

あ
慧
だ
か
い
替
憲
 

あ
り
が
誓
つ
 

ご
ざ
い
ま
し
な
 

次
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
 

だ
き
ま
し
た
。
 

こ
の
寄
付
金
は
社
会
福
祉
事
業
の
 

充
実
の
た
め
、
有
意
義
に
活
用
さ
せ
 

て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

社
会
福
祉
法
人
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
 

〇
故
 
原
口
キ
ク
ノ
様
 

南
 
木
 
原
口
 

勝
義
様
 

〇
故
 
相
原
一
二
三
様
 

神
崎
二
 

相
原
 

一
慶
様
 

〇
故
 
松
本
美
穂
子
様
 

平
 
原
 
松
本
 
良
幸
様
 

〇
故
 
吉
田
 

ナ
ッ
様
 

神
崎
二
 

渡
辺
 
則
雄
様
 

〇
故
 

古
本
 
輝
子
様
 

神
 
崎
 
古
本
 
正
博
様
 

〇
故
 
山
口
都
明
樹
様
 

県
営
団
地
 
山
口
 
俊
己
様
 

〇
故
 
中
島
 
清
正
様
 

上
金
田
 
中
島
 
初
己
様
 

〇
故
 
谷
 

雅
子
様
 

本
 
町
 
谷
 
佐
智
子
様
 

〇
故
 
犬
丸
カ
ッ
ェ
様
 

南
 
木
 
犬
丸
 
道
洋
様
 

〇
故
 
辰
島
コ
ス
ェ
様
 

上
金
田
 
辰
島
 
高
藤
様
 

〇
故
 

山
本
ヒ
サ
ェ
様
 

西
金
田
 

山
本
 
恵
治
様
 

①
 



口 8,707人（一16人〕 

‘陛 4,158人（- 12人） 

女 性 4,549人（-4人） 

☆世帯数…3,049世帯（+1世帯〕 
9月中の人の動き 

・出産  9人・死亡  7 人 

・転入 29人・転出 47人 

トピッりス 
平鉄開業5周年記念 

平成筑豊鉄道株式会社が、10月1日を 

もって満5周年を迎えました。 

1日、10時から町民会館を会場に記念 

式典があり、ボランティア表彰で人見 

老人会と、上金田子供会に表彰状と記 

念品が平成筑豊鉄道社長（滝井田川市 

長）より贈られました。 

表彰された両会は、人見駅、上金田駅 

ホームの清掃と、四季折々の草花の定 

植などボランティア活動に従事された 

功労によるものです。 

おめでとうございます。 

また、開業記念を前にして9月26日、 

金田町商工会婦人部のみなさんが金田 

駅の待合室、便所などを清掃しました。 

10月1日現在 

▲表彰を受ける 

人見老人会代表の方 

●金田駅を清掃する 

商工会婦人部の 

みなさん 

→ー z 生 
ー ヒゴイの放流 

ノ＼きく目つてネグ 

役場活性化推進委員会主催によるヒゴイの放流が、 

10月13日に泌川、中元寺川、彦山川に町内4つの保育 

園児と、ひらばる幼稚園の園児達200人の手により、体 

長5 - 1 0 cmの稚魚約3千匹を放流しました。 

この行事は、ふるさとの川に愛着をもち、自然や生き 

物を大切にしようということで、今回で7回目を迎えま 

した。 

園児たちは、「早く大きくなってね。」と、ヒゴイに話 

しかけ小さなバケツの中の稚魚に手を振って放ちまし 

た。 

編
集
後
記
 

11 

月
で
す
。
冬
近
し
季
節
と
な
り
ま
し
 

た
。
秋
の
夜
空
を
見
上
げ
た
ら
、
星
の
数
が
 

め
っ
き
り
減
っ
た
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
昔
に
 

較
べ
て
見
え
る
星
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
 

は
、
光
害
（
天
文
家
で
は
こ
う
言
い
ま
す
）
 

の
せ
い
で
す
。
 

原
因
は
、
街
頭
な
ど
電
灯
関
係
が
夜
空
を
 

白
っ
ぽ
く
し
て
、
光
の
弱
い
星
を
見
え
に
く
 

く
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
 

私
が
天
体
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
高
校
 

の
友
人
の
影
響
で
初
め
て
皆
既
月
食
の
観
測
 

に
つ
き
あ
っ
て
感
動
し
た
の
が
き
っ
か
け
 

で
、
高
校
2
年
間
天
文
ク
ラ
ブ
に
席
を
置
い
 

て
い
ま
し
た
。
 

ア
ル
バ
イ
ト
で
貯
め
た
お
金
で
、
天
体
望
 

遠
鏡
を
仕
入
れ
、
原
付
バ
イ
ク
に
乗
せ
て
夜
 

な
夜
な
俳
個
を
く
り
返
し
、
補
導
さ
れ
た
こ
 

と
も
あ
り
ま
す
。
寒
さ
対
策
の
酒
と
タ
バ
コ
 

を
所
持
し
て
た
の
が
い
け
な
か
っ
た
よ
う
で
 

す
。
決
り
文
句
は
 
「
オ
ヤ
ジ
に
買
っ
て
来
い
 

と
言
わ
れ
た
の
で
。
」
 

。
警
官
は
「
何
で
 

量
が
減
っ
て
い
る
の
だ
。
」
の
一
言
で
、
絶
句
 

お
手
上
げ
状
態
だ
っ
た
の
を
思
い
だ
し
ま
 

す。 星
座
の
内
、
私
が
好
き
な
の
は
“
す
ば
る
一
 

（
プ
レ
ア
デ
ス
星
団
）
で
今
の
季
節
、
東
を
向
 

い
て
見
上
げ
る
と
、
6

コ
の
星
の
群
れ
が
見
 

え
ま
す
。
双
眼
鏡
な
ど
で
覗
く
と
も
っ
と
多
 

く
の
星
の
群
れ
で
感
動
も
の
で
す
。
ま
あ
長
 

い
夜
、
グ
ラ
ス
片
手
に
「
す
ば
る
」
 
の
カ
ラ
 

オ
ケ
を
マ
イ
ク
握
り
熱
唱
し
て
、
夜
空
を
見
 

上
げ
る
の
も
オ
ツ
な
も
の
。
カ
ラ
オ
ケ
だ
け
 

の
方
も
多
い
の
で
は
。
 

10 

月
号
で
お
し
ら
せ
し
ま
し
た
金
田
町
 

史
編
纂
委
員
会
の
、
編
纂
委
員
の
紹
介
 

で
次
の
方
が
も
れ
て
い
ま
し
た
。
 

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
 

阿
 

部
 

重
 

宏
さ
ん
 

三
 

村
 

和
 

子
さ
ん
 

0 


